
20 - 21
18 - 17
18 - 16

Ｃ 18 - 13
M コート

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 0 0 1 3 0 0 0 2 3 5 0 0 1 0
3 * 1 2 4 5 0 0 0 0 4 4 1 4 0 0
10 * 0 2 2 6 0 0 4 3 3 6 1 1 0 0
14 0 0 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
21 * 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
23 0 0 0 11 14 3 4 3 8 8 16 1 0 0 4
24 * 3 8 7 17 1 3 4 1 3 4 3 0 0 0
25 0 0 2 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
38 * 0 3 2 6 4 4 0 4 9 13 1 2 2 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
4 25 27 51 8 11 12 19 31 50 7 8 3 4

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 0 2 3 4 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0
8 * 0 3 2 9 4 6 4 4 7 11 1 0 2 1
13 * 0 0 3 7 0 0 2 1 5 6 2 0 1 1
20 * 2 5 5 8 0 0 1 0 4 4 1 1 1 0
22 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0
30 * 5 6 7 15 0 1 2 0 2 2 1 4 0 0
43 0 0 0 1 1 0 0 2 1 2 3 0 2 0 0
71 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
7 17 21 45 4 7 11 6 22 28 6 10 4 2
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試合ＮＯ 73
戦評
【総括】
昨年度の関西選手権大会優勝を果たした大阪学院大学と昨年度のリーグ優勝を果たした京都産業大学の一戦とあ
り両チームとも譲れない試合になった。特にペイントエリア内は今日一番といってもいいほどの死闘が繰り広げられ、
京産大#23サンブや大院大#8吉井といったビックマンの力強いプレーで会場中が騒いだ。序盤は大院大#30木下の
連続得点を成功させるも一進一退の展開が繰り広げられ、両チームとも流れを掴み切ることのできないまま前半戦を
終了した。後半戦に入ると、リバンドが大きく左右されるような試合展開となり、オフェンスリバウンドを重ね続けた京
産大#23サンブがセカンドチャンスを獲得し、得点を重ね、大院大は逆転をなかなか成功させることが出来ない展開
となった。それでも、大院大#13の山中のオフェンスリバウンドや大院大#20橋口のドライブのシュートで粘り強いプ
レーから点差を縮めるも京産大の主将#3高田のアシストや#23サンブの鉄壁のブロックで大院大を抑え込み、67-74
で京産大の勝利で手に汗握る試合の幕は閉じた。
【第1ピリオド】
試合開始とともに大院大#30木下の3Pシュートから大院大の猛攻撃が始まる。立て続けにシュートを決められ点差が
離れるが京産大も黙っていない。京産大#24大庭が持ち前のシュート力を生かし点を重ね、第1ピリオド中旬では点
差を埋めてしまう。さらに、京産大は#23サンブを投入し京産大を押さえにかかるも、やはり大院大#30木下がシュート
を決め続け、両チームとも点差を大きく開けることが出来ないまま、21-20で大院大リードで第1ピリオドを終了する。
【第2ピリオド】
第2ピリオド開始直後、京産大#23サンブのダンクシュートを決め、ペイントエリアでの攻防が激しくなる。この流れを
掴みたい京産大は点差を広げるために京産大#24大庭を投入する。すると、そうはさせないとばかりに大院大#30木
下を投入し、エース対決の火花が散る。両者のエース対決は大院大#30木下に傾き、3Pシュートを含む3連続で成
功させ、さらに#8吉井のダンクシュートで試合はまたもや振り出しに戻る。その後互いの攻防が一層激しくなり、両
チームとも点を重ね続け、前半戦は38-38の同点で終了する。
【第3ピリオド】
両者共点を重ねるが、やはりペイントエリアの攻防が前半以上に激しさを増す。大院大#13山中が圧巻のオフェンス
リバウンドを成功させると流れるように#8吉井がボールをリングへと運ぶ。これをきっかけに大院大のボール回しが激
しくなり、インサイドだけでなくアウトサイドもシュートを決め始める。しかし、これに待ったをかけるように、京産大の鉄
壁である#23サンブを投入する。京産大ベンチの掛け声とともに選手たちを奮い立たせると、このまま流れを自分た
ちのものにするかと思いきや、大院大#30木下のアシストで京産大を翻弄させ、残り数秒の場面で#43都築が速攻で
シュートを決め、京産大は流れをものにできないまま54-56で京産大リードで第3ピリオドを終了する。
【第4ピリオド】
京産大の2点差リードで試合開始した最終ピリオド。点差を広げたい京産大は持ち前のスピードで勝負を仕掛ける。
#1永尾の鋭いドライブからのアシストでシュートチャンスを手にするも大院大の気迫あるディフェンスにシュートをなか
なか沈めることが出来ない。最終ピリオドの前半は両チームとも点を量産することが出来ずに試合は後半戦に入る。
そして試合が大きく動いたのは京産大のタイムアウト直後。京産大の#3高田の3Pシュートが成功すると、そのまま#3
高田が果敢に攻め、#23サンブとのアシストプレーにより、大院大はたまらずタイムアウトを要求。何としてでも点差を
縮めたい大院大は、#20橋口の力強いドライブシュートを成功させると大院大の目の色が変わる。しかし、この試合の
決め手となったのは京産大の2回目のタイムアウトだった。このタイムアウトを最後に、チャンスを与えない京産大の
攻守が大院大を苦しめ、67-74で京産大の勝利でこの試合の幕は閉じた。

主審 伊藤　亮介 副審 嶋田博昭/木村　健太郎　 戦評
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敗チーム

大阪学院大学

村山　英(関西学連)

開始時間 15:30
会　　場 東淀川体育館
コ ー ト

男子 順位決定戦 勝チーム

試 合 日 2018.05.03
京都産業大学

記録 関西学生バスケットボール連盟

京都産業大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ ２Ｐ

上田 隼輔 4 17
川口 廉人 0 20

BS MIN

永尾 友弥 2 15
 高田 颯斗 11 26

ＦＴ
Ｆ

REBOUND
TO AS ST

大庭 岳輝 24 33
田中 壱歩 0 9

会田 太朗 0 8
サンブ アンドレ 25 32

0 - -
0 - -

リンダー ライアン雅輝 8 40
0 - -

0 - -
Team / Coach: 村上　和之

0 - -
0 - -

大阪学院大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ

合　　　計 74 200
RATE 16.0% 52.9% 72.7%

吉井 裕鷹 8 33
山中 将輝 6 40

ST BS MIN

山下 寛太 6 38

２Ｐ ＦＴ
Ｆ

REBOUND
TO AS

木下 誠 29 40
都築 寛太 2 16

橋口 郷 16 25
高田 知毅 0 7

0 - -
0 - -

小川 真興 0 1
0 - -

0 - -
0 - -

0 - -
0 - -

RATE 41.2% 46.7% 57.1%

Team / Coach: 行広　伸太郎
合　　　計 67 200


